
事業概要シート

≪

【事業の目的・概要・対象】

【背景】
平成27年度から事業開始の「創業塾」は、これまでの受講者が289名、うち62名が起業している。今後、
起業を目指している塾生に対するフォローが必要である。

担当課 産業振興部商工振興課 課長 浦山　優

担当者 中俣　元気 問合せ先 0957-53-4111 内線249

【目的】「プラットおおむら」1階空き部屋を利用し、創業支援と事業者間の連携を創
出する場を提供し、地域経済の活性化を図る。

【概要】
○コワーキングスペース設置・・・事業者等の交流による新たなビジネスの創出や創業
などを支援する場として、「プラットおおむら」内にコワーキングスペースを新設す
る。
【対象】　市民ほか

【コワーキングスペース】
　
１①利用時間　　月～土　9時～21時（毎週水・日、祝日、年末年始除く）
１②利用スペース
　１・席数　　　15席
　③付帯設備等
１　・電源、wi-fi、コピー機等
７④利用料金　　1時間100円

県支出金 千円

根拠法令
要綱等

地方債 千円
その他 2,201

事業期間 令和２年度 ～ 財
源
内
訳

国庫支出金 1,787 千円

千円
一般財源 0 千円

施策 1402
商工業経営基盤の強化と創業
支援

≪≫の金額　現年度当初・補正予算、前年度繰越額の合計
　※　補正予算要求時は今回の補正予算額を除く。
　※　次年度予算要求時は次年度繰越額を除く。

事業名 インキュベーション事業 新規 予算額
3,988 千円

0 ≫千円
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【活動指標】

①

【成果指標】

①

【予算・決算】（千円）

効率性
(コスト)

利用者が効率良く快適に利用できる施設とするために必要な費用であり、削減の余地はな
い。

1次評価 担当者記載のとおり

2次評価 1次評価者のとおり

2,972 11,162

妥当性
(市の関与)

市内で創業を希望する者に対し、市が支援することは、地域経済の発展につながるため、市
の関与は妥当である。

有効性
(施策貢献度)

事業者間の交流の場を提供することで新たなビジネスチャンスが生まれ、地域経済の活性化
に有効な施策である。

フルコスト 0 0 0 5,219 2,972

70h 210h
嘱託員(人) 0.00人

時間外勤務(h) 70h 70h

1,231 3,692
職員(人) 0.15人 0.15人 0.15人 0.45人
人件費 0 0 1,231 1,231

480 3,161
一般財源 0 390 390 780
その他 2,201 480

0
地方債 0

県支出金

1,741 7,470
国庫支出金 1,787 871 871 3,529

事業費 0 0 0 3,988 1,741

事業費は当初・繰越・補正予算の合計額

年度 H29 H30 R1 R2 R3 R4 合計

10 15コワーキング利用者数（1日平均） 計画値 人 ― ― 5

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)
R4

(計画)

R4
(計画)

営業日数 計画値 日 ― ― 242 242 242

指標名 単位
H30

(実績)
R1

(計画)
R2

(計画)
R3

(計画)


